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1)  母体の IgE は胎児に移行するのか。 
2)  今回用いたオブアルブミン以外のアレルゲンでも同様の結果が得られるのか。 
3)  今回の研究結果に客観的な解析（統計解析）を加えたらどうか。 
4)  ヒトとラットで合胞体栄養膜層の数が異なる理由として考えられることは何か。 
5)  経口的に摂取したオブアルブミンがダイレクトに体内を通過する原因として考え 
    られることは何か。 
6)  HRP 実験のネガティブコントロールを行ったか。 
7)  非特異的高分子物質やアレルゲンの取り込み経路について。 
8)  血管関門は他にもあるか。 
9)  脳血管関門と胎盤関門との違いについて。 
10)  栄養膜合胞体細胞のⅠとⅡの違いについて。 
11)  胎盤の種類と浸潤の分類（4 種）について。 
12)  これまでに胎盤に関する報告はされているのか。 




15) 合胞体栄養膜細胞Ⅰでは FcRn の陽性反応が認められたが、Ⅱでは見られなかっ 
た理由についてどう考えるか。 
16)  今後、今回の研究をどのように活用するつもりか。 
 
専門分野から質問を行った結果、ほぼ的確な回答が得られたので、審査員合議の上、
最終試験を合格と判定した。  
